
 

 1 

議  第  7 0 8  号 

令和８年２月 17 日 

 

産業建設常任委員会審査概要報告書 

 

                             委員長 山上 尊士 

 

Ⅰ 開催年月日 令和８年２月５日（木） 

Ⅱ 会 議 時 間 午後１時 00 分～午後１時 19 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎山上 尊士  ○酒井 善広  水越 進一 

   塚本 政彦   林  貴文  福井 直樹 

  筏井 哲治   曽田 康司 

（◎…委員長  ○…副委員長） 

〔議 長〕 曽田 康司 議長は委員として出席 

〔副 議 長〕 中村 清志 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

〔委員外議員〕 田中 勝文 

〔事務局職員〕 松本 武司  島田  輝  越田 裕喜 

   〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

１ 報告事項について 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 

 

［産業振興部］ 

◦ 令和７年産米品質概況及び令和８年産米の生産目標（数量・面積）について 

 

〈 委員から、次のとおり質疑等があった。 〉 

 

（以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示） 

 

【令和７年産米品質概況及び令和８年産米の生産目標（数量・面積）について】 

○ ＪＡいなば管内のてんこもりの７年産うるち玄米１等比率が、76.3％と他の品種に

比べて大幅に低い比率となった理由は。 

△ ＪＡいなばに確認したところ、収穫時期に長雨に遭い、刈り取りが遅れたことで、

胴割れ米、粒が割れた米が非常に多く出ており、その影響が大きかったとのことだっ

た。 

○ 猛暑続きの中で２年続けて品質が大変高かったことに関して、農家の方々、適切に

指導した当局、関係各位に敬意を表したい。８年産米の生産目標について、富山県の
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生産目標が対前年比 5.6％増であるのに対し、本市が 5.0％増と県よりも低い目標であ

る理由は。 

△ 富山県農業再生協議会では、種子原料米供給確保枠として、種籾、酒米、もち米に

ついて７年より多く作ること、さらに高温耐性の品種である富富富等を多く作ること

を目標に立てており、その分が上乗せされている。本市については、酒米、もち米、

富富富に関して７年と比較して作付が少なく、県の生産目標の配分は、それらを多く

作っている市町村に多く配分したと聞いている。 

○ 富富富に関しては、本市は作付面積、生産量とも、県平均に比べて少なく、向上さ

せるには様々な課題もあると聞いている。本日のニュースでは、農林水産省が８年産

米の適正生産量について、約５％減の需給見通しを示していた。全国の生産目標は

4.1％増であり、米価への影響が懸念される。全国レベルの話かもしれないが、米価に

対する影響について所見は。 

△ 米価の高騰について、農家の方に話を聞く中で、ＪＡ高岡管内では、今後米価は落

ち着いてくるだろうとの予想を多くいただいた。ＪＡいなば管内では、米価の高騰で

農業の収入が安定化してくるのは、非常にありがたいという声がある一方で、一般販

売価格が高騰することで米離れにつながらないかと心配する声も聞いている。個人的

には、米価が上がり農家の収入が上がることで、これまで苦労した分が返ってきてい

ることは喜ばしいと考えている。 

○ 国の方でも、消費者の立場と生産者の立場で、適正価格をどうしていくか具体的な

話が始まると聞いている。当局においても、適切な指導等をお願いしたい。（要望） 

 

［都市創造部］ 

◦ 「福岡駅前土地区画整理事業」の事業計画変更について 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

２ その他 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 

 

［産業振興部］ 

⑴ 就業マッチング支援事業について 

⑵ 令和８年度寄港予定について 

 

〈 委員から、次のとおり質疑等があった。 〉 

 

【令和８年度寄港予定について】 

 ○ 寄港に対する歓迎式典についてどのように考えているのか。 
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 △ 初寄港の船に関しては、受入の際に歓迎式典を実施することを慣例としている。今

回は、飛鳥Ⅲがそれに当たるため、寄港時に式典を予定している。その他の船につい

ては、歓迎の体制を整えて乗客と船を迎える予定である。 

○ 本市では伏木クルーズ客船歓迎クラブを組織しており、現在 3,000 人近くの会員が

いるはずである。そういった方々にも協力いただき、盛大な歓迎を企画してほしい。

（要望） 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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産業建設常任委員会 当局説明員（２５名） 

産業振興部長 山 本  真 弘 
都市創造部長 

技術政策監 
椙 本  敏 規 

産業振興部次長 須 田  稔 彦 都市創造部次長 伴   孝 宏 

産業振興部次長 表 野  勝 之 
都市創造部次長 
震災復旧推進課長 

山 森  久 史 

産業振興部参事（兼務） 伴   孝 宏 
都 市 計 画 課 長
福岡駅前土地区画整理推進室長 

橘  篤 志 

産業企画課長 今 方  順 哉 景観みどり課長 田 口  昌 子 

商業雇用課長 澤 田  剛 章 道路整備課長 中 出  裕 嗣 

観光交流課長 野 村  岳 人 土木維持課長 中 澤  俊 一 

農業水産課長 割 田  一 郎 建築政策課長 氷 見  和 人 

農地林務課長 横 山  太 一 営繕課長 井 林  哲 雄 

みなと振興課長 上 田  浩 樹   

 地域振興交流課長 有 栖  友 広 上下水道局長 寺 井  義 則 

   総務課長 小久保  光章 

農業委員会事務局長（併任） 須 田  稔 彦 営業課長 熊 本  敬 二 

  水道工務課長 片 岡  利 行 

  下水道工務課長 高 林   隆 

  施設維持課長 村 栄  正 英 

     

     

 


